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2021年

クリスマスの主日礼拝説教甕織

,12月 19臨 :ヨ ハネ福音書 1:1申 14R

「 命の言 」

・12月 24圏 :ル カ 橿奮警 2:8衝 20t

「 地に平和あれ 」

・ 12月 26日 :マタイ福音書 211豪 12,

「 異教徒の救い 」

毅笠病院救余 牧自雨宮原晶―農終



奪え叡 《無 會 》

熱デ九ぅ、、ザFが九嗜ヽ、て'械 亀ヽく Fゎ め:篭 會寺《あった』とヽ`うユ言 |ま 、奮

奮に嵐てくるまも磯よヽた恙懲の一つとヒて、人類の根奪の十に急み亀凄

れ :妻 t、プ(。

キ |ジ スト象爽なら、その言寺ヾ肉となリナザレσ》イエスうヾ忠魂 したこと

争襲1魏 こでヽ`ます。この鬱■奮、9ゴ ス(Å £γθ8)と 、ヽぅ奪ィ代のギ )リ シ

ャ諸て
¨
、蛾犠とも机されますが、十醸諸鈴瞥警で

｀
1ま 、「轟山 とヽ`う字争蓄

て義めます。留警の本人械、こC)0ゴ スとヽ`う概鶯を、すら|《 、滅ぷする

こと(壼 ありまだんが、それが、ィムス・キ・jス トの本性で
｀
あること警牧え

て、ヽます。モーセ吟魔奪代 |(人 なる静デ轟:睦・、鉱めま雄ね |(方嗜んft｀ こと4壼

ありました嗜ヾ 輩ゝ嗜ヾメヽとな嗜たとヽ`う言Υ響嗜(奮 ありまだん。オ無糞その基場員、

|(械 ケヽヽ、自繊r蟷 警綺つ人の子として誉に魂わねたのて
｀
した。

こうヽし、一体維がそのようなf中 の締私争ま會4こ と|く なつたのて
｀
しよう

うヽ ?イ費奪鬼で11、 そ的人の名械露ハネ。饉にお几すんの議1妻 ヤ言プ。お:父

fん の名 1資 ぜベタ
｀`
イと輩ヒ爵す。統争でガ )り 予ヤ|↓民の漁師》しており戚

した。もうそねrご |ナ て
｀`
、このオ轟な警の暑者が漁鰤の1亀 争で

｀
あるとヽゝう吟

1賞 、ただのイ』キ奪鬼Vてドあるとの‡典ヽ 争`費1サ てヒ嘘ヽ`ます。 そんなヨハネ1電 鬱

ゴスの粋攀なと
｀
輩 |す る|ま ずがなも`と。

ただ、何ら峰、の餞議で人風露鼈ソのことをま口り4キ ノ《と燻わ才tる マタイ

ゃ、ィニス鍮母マ )リ ァi(魏逢黙争覚えて、ヽたルヵと1壼 斑ゝ`、j籐警のFノヽ

ネ峰ヾオやの轟朧 lt轟 漏卜角まれる篠議itヽ た`こと警、蠣う`ら響定で
｀
きる人など

゛

、1ま ャん。なぞなら、それも、1扮 れもなヽヽf幸 の鍋物だう`らてす。

和めう`らモノもヾ幕イ疑したり■「 1青 な`く、わめ:4打 も黒ヽ`ところに言うヾあ

ったと、ヽう思鶴 |ま 出の上なくj撃 ヽヽ救響なのです。

闘 ti｀ 勝′、ネf轟 誉警の機キの∫7奮め壼3締 よスずには、人池蟷嗜盗よりも

欝担、人なるギやどキリストが量 itよ って鷲ばれてヽ`たとゝ`う事実う《話 ら

れ鱗す。これ:ま 、搬めlt奮 があり、き浄ヾ民なるf中 と終 1電 あった時の向者の

関係が、より轟体的 1電 絡られてヽゝな場警て
｀`
す。イニスは、その変吟力がご

亀身吟卑争イもごる人々1電 も&ぶ ことをぶむふしてヽ`横す。永亀C)金 き得警

ぐる∫〔躍lt(ヨハネ格喘會導:|ぶ )。

こ鍛ようにヨ′ヽネf轟 誉警に1壼 イ∴ス吟農鍵の経零ばなヽ`ものの、枠デ

人となる戚て'の 機ヽゝ時間(直 轟番ソ)1電 お|ナ る人の計義ど咸就‡(、 焦点辞

あてて、ヽる計ころうヾおもころヽ`命で
｀
す。



説 無 《焦 lξ l壼 拳秦あれ 》

第∴,た 鸞黒人戦機、世界十て'`多 斃 ヒてきた総争な打 と嗜`オ撃さえれんで
｀

還ノ誉委亀を臨えノ尋人類械、李接ノ〔人戦後歳人の危機 |(瀬 してヽ`ます。磯

永簿の軍事:寅 響のみならず、ガズγθ軍ゲ永嗅や職本雄絡 |(豊 る』て
｀
晟

輔ずぶ入度な寧懲 となってヽ`ます。赫 tを熱 で`鎮鸞イ楓警1壼 う`れるとイ奮t・

る人も 嗜ヽ ぼヽ、史戦やどなこと腱き綸る跛 j修 学者 壺で
｀
ヽ`て凱峰i気 ではあ

りまぐん。

ユダ
｀
ヤのま口識人のやlt t壼 この20θ θキ間、誉ふ千おデ寅穐 してヽ`ヤ

、`鈴総、メシアが今 もってム現.社 て bヽな ヽ`職惨な奪■1疑であると言う人も

ヽ`ます。

他ならぬキ)Jス ト象穐うヾ黒群λ人の成議を絆有 し、北強軍機な漁良する

∫輿り、il中 の独 り争働億意 (貧 、こげ》臨上で 1壼 どこまて
｀
も幸嗜限され銃けるこ

と1電 なるて
や
しょう。

ヵ警ぇて、九壕ヾ几ぇなしヽコ9ナ のパンデミックで
｀
す。「枠も:構P照 覧あれ』

ど人輔がと
｀`
こ峻ギ輩ヽ`切れるのか。人類の身う`ら出た鏡争、オ輌 どヾ

｀`
こま

て
｀
峰難良 f》 て、ヽてくだするのう`?こ の減鷺菫:]な 司F穐患と、ま臨もうξ向き春う農キヤヾ

永てヽ`るの寺`もしよ嗜 ヤん。

ク |タ スマス体執fら なるオリンピック体戦、これらの機会を人類 {歯 粋

ぅヽ ら吟晨魯物 として1畿:入観 tt治 璃 ヒヤ|ナ ればなりまぐん。

オやの難 りま 1歯 ふられ減した、十澪9摯 賞魂するメ書めit。 そして神の機 り

子 (ま 潔鼻
`,ね

浚ヒた、子で口》:二 飾鍋ずるメt嚢薫の手で'。
|ナ れと

｀
も、中学ぼ亀らうヾj薦

戯する鍵 を最ぶこと|ま ありまヤんで
｀
した。で

｀
は人類は、何を進びとろう

として、ヽるので
｀
こょう力ヽ ?誉 争変されノゴやの簡で。

こ釣t,j存 賞な間ヽヽlt、 締うヽ ら逮掌育通力(reSPO蘭 感:`liビ J絆 )争 備えられた被

豊物 |』 暮えな |`ナ ればなりまぜん 澪ゝヤ|(対 する人類の灘措として。…常粋

の犀事准憲度タト机 ヒ1鞍駐|す る蠣懇慶短司貯ゃ謬摯准弁爆争の構群馨貯ま審亀`輩糠浄4オ 、と
｀`こ妻で

｀
も

オ気議された鱗まです。

人類 |ま 手f鬱 》蠍びとるシス幕に鑢 |ま ありまぐん。狩が、そめ撫 り子を腸

嗜魚 1歳 と
゛
|(誉 を変 f ξtて い る こ と 1威 鎖 鬱て

｀`
あ る 1歯 ず て

｀
す。被 難物 |(1書 そ

の変 :篭 武えるシス黎1電 進.ltべ き嵐ヒ.ヽ 鐘`.:癬 轟 もヽ働て
｀
す。

「、ヽと轟きなころlt(ま 鸞九、:ま !て あれ、滝 1電 :ま 半和、獅 :奪 1電 鑢う人 1電 あ才t』



説 牧 《轟教掟の救ヽ` 》

1議 締留奮て
｀`
もイサクの子の言セツ1ま 、夢働率ホltよ って神の抑騰|《 費

、ヽました。.新約習‡の最和 :《 山てくるナザレの人二峨ヨセツも、やはり

同様に、夢の中で枠の事ホ警費け墓 り爵す。栽栽颯壼諸婚の乙青マリア砂

攘援、さら1電 嵐凌後の鑢難令今、昨鑢命令と、∴人家鉄の争織械入∴ヨセ

フの几た夢の十の事ホlt蓬 なすれ、拡 らのえ織 lf會雌されました。

さて、ロセッの一家寺ヾ∴ジプ |ヽ 1(避難する縦 1電 起きノ《こととそ枠の独

り争イユス峨鍵主て
｀
す。曲鋭だ|ナ カヾ捧 り得た私密の子の鍵上う`と想われ

ました。て、彎こlt亀 く離れた劇電総議う`らネナロの月疑簿者 らうヾ力曖わるとヽゝう

予態本の晨鋪となります。彼 ら(1、 亀くで在質 tt力軍く特理の難》几つ|ナ

ムして、その鼻の下の主政ねたば嗜`りのユダヤの上に時几するめデ節問

吟爾的で
｀
した。それが賞魂 して、彼 も(壼 歓暮 tt満 たされます。彼 らの威

俸 1ま 曇邦人ギ轟牧穐、おそらく1壼 ゾ9ア スター数の■恭争兼ねた博士た

ちぜす。督奮 (書 藤本的に11異ななわ卜除するム場です。ただ、アプ争ハム寺ヾ

サレムの二で機.η のメルキゼデクカ`られf議 争費 |夕 たよう|(、 イエスも永

が《)恭電機博十らのれ輻争費けること1電 なるので
｀
す。ど

｀
ちもも簿味な事

例てす。と穐暗 1電 、なぜうヽこれ犠の轟牧縫め蹴叡 1壼 奮定総対象 1電 |ま も`り

ません。メルキゼデクの F、 とヽ轟き神 (創誉れ′孝:‖ 8)」 の常摯r)賞体は今と

なく){:ま 不明 (九篠民のヱプス人の神?)で
｀
すが、博姜らのゾ曹アスター

率颯壼2F普静色の事職で
｀
も鮨々と費け無ボねてヽゝ威す。

ただし、ドイツ鍮ケルン入聖壼1観角る成θθθ皐書の京すの博士ち仰

鑢骨寛械電諄オムの理き囃管骨蛍1ま ともう`く、十鋳 {歯 ′θθ%偽物で
｀
す。

ヽヽずれ|《 しても、アプラハムもイススも轟数のせ界の人々う`らのli亀】1島

を費けたとヽヽう婆鍵点争持ってヽゝ崚す。

ぜて、着の導警ら1資 、ベツレヘムのイユスの書争争i簿 れる簡に、ニルサレ

ム1電 輩臨 してヽヽたアラブ人のへ0デ人Å1識共‡拶を藩重ゼて プヽ羹 ら`、1

あ入変 f ずで
｀
1(人 ユ1壼 、撃L几 ●■き几つ|ナ だし、殺奪ずるとヽ`うえも`も

ぬ鮮略を血てて、為たのです。ミカ輩 J驚 ノ締から、そのユ勢譴土地な博

十 らlt伝 えftの 1濃 人■て
｀`
あり、その几糞り1電 ベツレヘム簿輔鍛総黒報キ

》槙 ら1隻 金ごていたのです。轟牧母博警たちlt、 入上の静爆争轟簿ヒプ(

の(ま 在の手の十で
｀
難された寧牽でこノ嚇Dそ れ1妻 入スと輸蓄会の滝隣犠》

芸口儀をめるものて
゛
、.織.も とイスス吟命を肇るためのものて転た。導善ら

1壼 輔畦た範とぼ鰯電錯難争魂 rっ て、́博なの臨へと膏酵鑢争桑ノξヒ崚ヒノξ。


